
 

 

 

 

 

 

 朝晩は冷え込む日が増えてきましたね❆  

『よく食べ・よく寝て・よく遊ぶ！』 をキーワードに寒さ、ウイルスに負けない体を目指していきます！ 

今月は、12 月 16 日（土）子ども会に向けた練習の様子やねらいについてお知らせします。 

 

きりん組演目『ブレーメンの音楽隊』・歌『山の音楽家』 

【導入】 

今年度の演目は、ブレーメンの音楽隊です。経緯としては、遠足で多摩動物公園に行ったという経験から、

「動物がでてくるお話がいい」という意見がでたことでした。そこで、ブレーメンの音楽隊のペープサート

をすると、子ども達から賛同の声が上がり、演目が決定しました。配役決めをする際は一人一人にアンケー

トを取りました。1 回目のアンケートだけでは、配役の人数に偏りがありましたが、「○○役が少ないから

移動してもいいよ」「△△役に挑戦してみるよ」と配役を変更してくれたり、「○○だからこの役がやりたい

んだ」と強い意志を伝えてくれる子もいました。譲ってあげられるやさしさ・この役がやりたいという強い

意志、どちらも大切な想いですね    

 

【練習の様子】 

練習が始まるとすぐに意欲を示し、練習に取り組む子ども達！練習を進めていく中で大切にしたことは、

既存の台本にとらわれることなく、子ども達が言いやすい言い回しを見つけるということです。子どもたち

自身で台詞を考えたことで覚えも早く、練習中の表情からも自信を感じます。子ども会まで残り 2 週間！子

ども達の更なる意欲と自信を引き出せるよう見守り、サポートしていけたらと思います！ 

 

【ねらい】 

昨年度の子ども会では、遊びや生活の延長で『人前での発表を楽しむこと』をねらいとしていました。今

年度は、楽しむことに加えて 『役になりきること』をねらいとしています。「台詞にあった振り付けは何だろ

う」「このセリフはどんな気持ちでいったらいいだろう」など子ども達と一緒に考えながら楽しんでいます。

また、子ども達から「恥ずかしい」という言葉が聞こえてきました。この恥ずかしいという感情は『見られ

る意識』が備わってきた心の成長の一環だと思います。見られる意識があるからこそ、どんな姿を見せたい

か・見に来てくれる人をどんな気持ちにさせたいか 子ども達立ち同士で高め合い成長した姿を見るのが 

楽しみです(*^-^*) 

 

【見どころ】（台詞量・セリフの掛け合い・振り付け） 

今年度の見どころとしては、『台詞の掛け合い』です。台詞の掛け合いをするためには、自分の役の台詞を覚

えているだけではできません。劇全体のストーリーを覚え、相手の台詞を聞くという姿勢を持つことが大切

になります。台詞の掛け合いに伴って、劇中の隊形移動も難易度が上がっています。レベルアップした台詞

の掛け合い・隊形移動にぜひご注目ください！ 

 

 


